






  本邦での本疾患に対する歯学的研究は極めて少なく、長谷川(1976)、浜田ら

(1975、1976)の報告をみるにすぎない。私たちは本症患者の咬合機能を解明す

るための前段階として歯科矯正学的見地から歯列咬合および顎、顔面頭蓋の実

態について調査をした。


